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介護医療院みらいプラスの施設サービスに関する運営規程 

 

（事業の目的） 

第1条 医療法人樹恵会が設置する介護医療院みらいプラス（以下「施設」という。）にお

いて実施する介護医療院の適正な運営を確保するために必要な人員及び運営管理に

関する事項を定め、介護医療院の円滑な運営管理を図るとともに、入所者の意思及

び人格を尊重し、入所者の立場に立った適切な介護医療院サービスを提供すること

を目的とする。 

（運営の方針） 

第2条 施設は、施設サービス計画に基づき、療養上の管理、看護、医学的管理の下にお 

ける介護及び機能訓練その他必要な医療並びに日常生活の世話を行うことにより、入

所者が有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるようにするととも 

に、その者の居宅における生活への復帰を目指すものとする。　 

２　施設は、入所者の意思及び人格を尊重し、常に入所者の立場に立って介護医療院 

サービスを提供するように努めるものとする。 

３　施設は、入所者の要介護状態の軽減又は悪化の防止に資するよう、心身の状況等 

に応じて妥当適切に療養を行うものとする。 

４　施設は、明るく家庭的な雰囲気を有し、地域や家庭との結びつきを重視した運営 

を行い、関係市町村、居宅介護支援事業者、居宅サービス事業者、他の介護保険施 

設その他の保健医療サービス又は福祉サービスを提供する者との親密な連携に努め 

るものとする。 

（施設の名称等） 

第３条　施設の名称及び所在地は、次のとおりとする。 

　　（１）名　称　　医療法人樹恵会　介護医療院みらいプラス 

　　（２）所在地　　標津郡中標津町りんどう町５番地６ 

（従業者の職種、員数及び職務の内容） 

第４条　施設における従業者の職種、員数及び職務の内容は次のとおりとする。 

（１）管理者（常勤職員）　１名 

　　　　　　管理者は、施設の従業者の管理及び業務の実施状況の把握その他の管理を一　

元的に行う。 

（２）医　師　　　　　　１，２５名以上（常勤換算） 

　　　　　　医師は、入所者の健康管理、療養上の指導並びに病状に応じて妥当適切な診療

を行う。 

　　　また、医師は、入所者の病状が急変した場合においても速やかに診察を行う体

制を確保するため、宿直を行う。 　　　　　　　　 

（３）薬剤師　　　　　　　１名以上 

　　　　　薬剤師は、施薬、処方及び服薬指導を行う。 

 

（４）看護職員　　　　　　　　１０名以上　　　　　　 

　　　　　　看護職員は、医師の指示に基づき入所者の病状及び心身の状況に応じ看護の　

提供に当たる。 

（５）介護職員　　　　　　　　１２名以上 

　　　　　介護職員は、入所者の病状及び心身の状況に応じ介護の提供に当たる。 

（６）管理栄養士　　　　　　　　１名以上 

　　　　　管理栄養士は必要な栄養管理や栄養食事相談等を行う。 

（７）介護支援専門員　　　　　　１名以上 

　　　　　　介護支援専門員は、施設サービス計画の作成に関する業務にあたる。 

　　　（８）理学療法士、作業療法士、言語聴覚士　　　　　　　４名以上 

　　　　　　理学療法士、作業療法士、言語聴覚士は、医師等その他の職種のものと共同

し、リハビリテーション実施計画を作成するとともに、効果的な機能訓練を行

えるよう指導する。 

　　　（９）診療放射線技師　　　　　　１名以上 

（１０）相談員　　　　　　　　　１名以上 

　　　　　　　入所者及びその家族の各種相談に応じるとともに、苦情を受け付け等調整　



する。 

（１１）事務職員　　　　　　　　１名以上 

事務職員は、介護報酬に関する事務など必要な事務を行う。 

（介護医療院の入所定員） 

第５条　施設の入所定員は、次のとおりとする。 

（１）Ⅰ型療養床：６０名（医療機関併設型介護医療院） 

（介護医療院サービスの内容） 

第６条　介護医療院サービスの内容は、次のとおりとする。 

居宅における生活への復帰を目指し、入所者に関わるあらゆる職種の従業者の協議

によって作成される介護医療院サービス計画に基づいて、入所者の病状及び心身の状

況に照らして行う適切な医療及び医学的管理の下における看護・介護並びに日常生活

上の世話、また栄養管理栄養ケア・マネジメント等の栄養状態の管理とし、介護医療

院サービスの提供に当たっては次の点に留意するものとする。 

　ア　常に入所者の心身の状況を的確に把握しつつ、適切な療養、日常生活上の世 

　　　話等の介護、機能訓練、相談援助、その他必要なサービスを入所者の希望に

添って適切に提供する。 

　イ　懇切丁寧に行うことを旨とし、入所者又はその家族に対し、サービスの提供 

　　　方法等について、理解しやすいように説明を行う。 

　ウ　介護技術の進歩に対応し、適切な介護技術をもってサービスの提供を行う。 

　エ　入所者や他の入所者の生命や身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除 

　　　き、身体的拘束その他入所者の行動を制限する行為を行わない。 

　オ　衛生管理、感染症の発生予防に細心の注意をはらう。 

　　　　カ　入所者の心身の状況に応じて、週２回以上入浴又は清拭を行う。 

　　　　　また、排せつ、離床、着替え、整容等に関し、必要かつ適切な介護を行う。 

　　　キ　栄養、入所者の身体状況・嗜好、提供時間、自立支援等に配慮して食事を提 

　　　　　供する。 

　　　ク　退所に当たっては、居宅介護支援事業者や他の保健医療福祉サービス提供者 

　　　　　と連携し、必要な援助を行う。 

（利用料等） 

第７条　介護医療院サービスを提供した場合の利用料の額は、介護報酬公示上の額とし、 

そのサービスが法定代理受領サービスであるときは、利用料のうち各入所者の負 

担割合に応じた額の支払いを受けるものとする。 

　　　なお、法定代理受領以外の利用料に要する費用については、「指定施設サービス等 

に要する費用の額の算定に関する基準」によるものとする。 

２　施設は前項の支払いを受ける額のほか、次の掲げる費用の額の支払いを受ける 

ことができるものとする。 

（１）食費（市町村の所得証明、預貯金等に基づき）として次のように定める。 

生活保護受給者・市町村民税世帯非課税　第１段階 

　　　　　　　　　１日　　　　３００円 

市町村民税世帯非課税　第２段階 

１日　　　　３９０円 

市町村民税世帯非課税　第３段階①　 

１日　　　　６５０円 

　第３段階②　 

１日　　　　１，３６０円 

市町村民税世帯非課税以外 

　　　　　　　　　　　　１日　　　　１，４４５円 

（２）居住費（滞在費）（市町村の所得証明、預貯金等に基づき）として次のように

定める。 

　　　　　（多床室）　 

生活保護受給者・市町村民税世帯非課税　第１段階 

　　　　　　　　　１日　　　　負担なし 

　　　市町村民税世帯非課税　第２段階、第３段階①・② 

1日　　　　４３０円 



市町村民税世帯非課税以外 

1日　　　　４３７円 

（３）特別な療養室の提供に要する費用　　　１日　　　４，０００円 

（４）理美容代　　　　　実費 

（５）前各号に掲げるもののほか、介護医療院サービスにおいて提供される便宜のう

ち、日常生活においても通常必要となるものに係わる費用であって、入所者に

負担させることが適当と認められる費用。 

※　テレビ１日１０１円　冷蔵庫１日５０円　※病衣１日８１円 

※　シャンプー・石鹸１日８１円　※タオル（レンタル代）１日９１円 

※　洗濯　１回２４２円　 

（その他の料金） 

※　その他、費目及び金額は別表のとおりとする。 

３　前項の（１）及び（２）について介護保険負担限度額認定証の交付を受けた者に

あたっては、当該認定証に記載された負担限度額を徴収する。 

４　前3項の利用料等の支払いを受けたときは、入所者又その家族に対して利用料と

その他の利用料（個別の費用ごとに区分）について記載した領収書を交付する。 

５　介護医療院サービスの提供の開始に際し、あらかじめ、入所者又はその家族に対

し、当該サービスの内容及び費用に関し事前に文書で説明した上で、支払いに同意

する旨の文書に署名（記名押印）を受けることとする。 

６　介護保険給付費額について、介護保険の法改定等により変更があった場合、変更

された内容に合わせてご契約者の負担額を請求致します。 

７　法定代理受領サービスに該当しない介護医療院サービスに係る利用料の支払いを

受けた場合は、提供した介護医療院サービスの内容、費用のその額その他必要と認

められる事項を記載したサービス提供証明書を入所者又は家族に対して交付する。 

（サービス利用にあたっての留意事項） 

第８条　入所者は、次に掲げる事項について遵守しなければならない。 

（1） 入所者は、院内において政治活動又は宗教活動を行ってはならない。 

（2） 入所者は、院内に危険物を持ち込んではならない。 

（3） 入所者が外出するときは、あらかじめ外出届を提出し、管理者等の承認を

得なければならない。 

（4） 喧嘩、口論、泥酔、中傷その他他人の迷惑となるような行為をしないこ

と。 

（5） その他管理上必要な指示に従うこと。 

（要介護認定に係る援助） 

　第９条　施設は、介護医療院サービスの提供を求められた場合は、その者の提示する被 

保険者証によって、被保険者資格、要介護認定の有無及び要介護認定の有効期間 

を確かめるものとする。 

　　　２　施設は、入所の際に要介護認定を受けていない入所申込者については、要介護 

認定の申請が既に行われているかどうかを確認し、申請が行われていない場合は、 

入所申込者の意思を踏まえて速やかに当該申請が行われるよう、必要な援助を行 

うものとする。 

　　　３　施設は、要介護認定の更新の申請が遅くとも当該入所者が受けている要介護認 

定の有効期間の満了日の３０日前には行われるよう、必要な援助を行うものとす 

る。 

（入退所に当たっての留意事項） 

　第１０条　施設は、入所申込者の病状等を勘案し、入所申込者に対し自ら必要なサー 

ビスを提供することが困難であると認めた場合は、適切な病院又は診療所の紹介 

その他の適切な措置を講じる。 

　　　２　施設は、その病状及び心身の状況並びにその置かれている環境に照らし、看護、 

　　　　医学的管理の下における介護及び機能訓練、その他必要な医療等が必要であると 

　　　　認められる者に対し、介護医療院サービスを提供するものとする。 

　　　３　施設は、入所申込者の入所に際しては、その者に係る居宅介護支援事業者に対 

　　　　する照会等により、その者の心身の状況、生活歴、病歴、指定居宅サービス等 

の利用状況等の把握に努めるものとする。 



　　　４　施設は、入所者の病状、心身の状況、その置かれている環境等に照らし、その 

　　　　者が居宅において日常生活を営むことができるかどうかについて、第４条に定め 

　　　　る従業者の間で協議の上、定期的に検討し、その内容等を記録するものとする。 

　　　５　施設は、入所に際しては入所の年月日並びに入所している介護保険施設の種類 

　　　　及び名称を、退所に際しては退所の年月日を、当該者の被保険者証に記載するも 

　　　　のとする。　　　 

（衛生管理等） 

　第１１条　施設は、入所者の使用する施設、食器その他の設備又は飲用に供する水につ 

　　　　いて、衛生的な管理に努め、又は衛生上必要な措置を講ずるとともに医薬品及び医

療機器の管理を適正に行うものとする。 

　　　２　施設において、食中毒又は感染症が発生し、又はまん延しないように必要な措置

を講ずるものとする。 

（緊急時等における対応方法） 

　第１２条　当院医師の医学的判断により、専門的な医学的対応が必要と判断した場合、協

力医療機関、協力歯科医療機関又は他の専門的機関での診療を依頼する。 

　（事故発生時の対応） 

　第１３条　入所者に対する介護医療院サービスの提供により事故が発生した場合は、当該

入所者の家族及び市町村等に連絡するとともに、必要な措置を講じなければならな

い。また、その状況及び事故に対する処置状況を記録しなければならない。 

　　　２　施設は、入所者に対する介護医療院サービスの提供により賠償すべき事故が発生

した場合には、損害賠償を速やかに行うものとする。 

 

（協力病院等） 

　第１４条　施設は、入所者の病状の急変等に備えるため、あらかじめ、協力病院を定める

ものとする。 

　　　２　施設は、あらかじめ協力歯科医療機関を定めておくよう努めるものとする。 

（非常災害対策） 

第１５条　施設は、非常災害に備えて、消防計画、風水害、地震等の災害に対処する計 

　　　画を作成し、防火管理者または火気・消防等についての責任者を定め、年２回定 

　　　期的に避難、救出その他必要な訓練を行うものとする。 

（苦情処理） 

第１６条　施設は、介護医療院サービスの提供に係る入所者及び家族からの苦情に迅速　 

　　　かつ適切に対応するために、必要な措置を講ずるものとする。 

　　２　施設は、提供した介護医療院サービスの提供に関し、介護保険法第２３条の規 

　　　定により市町村が行う文書その他の物件の提出若しくは提示の求め又は当該市町 

　　　　村の職員からの質問若しくは照会に応じ、及び市町村が行う調査に協力するとと　

もに、市町村からの指導又は助言を受けた場合は、当該指導又は助言に従って必要

な改善を行うものとする。 

　　　３　施設は、提供した介護医療院サービスに係る入所者からの苦情に関して国民健康

保険団体連合会の調査に協力するとともに、国民健康保険団体連合会からの指導又

は助言を受けた場合は、当該指導又は助言に従って必要な改善を行うものとする。 

（個人情報の保護）　 

　　第１７条　施設は、入所者又は家族の個人情報について、「個人情報の保護に関する法 

律」及び厚生労働省が策定した「医療・介護関係事業者における個人情報の適切 

な取り扱いのためのガイダンス」を遵守し適切な取り扱いに努めるものとする。 

　　　２　施設が得た入所者又は家族の個人情報については、施設での介護医療院サービ 

　　　　スの提供以外の目的では原則的に利用しないものとし、外部への情報提供について

は入所者又は家族の同意を、あらかじめ書面により得るものとする。 

（虐待防止に関する事項） 

　　第１８条　　施設は、入所者の人権の擁護・虐待の防止等のため次の措置を講ずるもの

とする。 

（1） 虐待を防止するための従業者に対する研修の実施 

（2） 入所者及びその家族からの苦情処理体制の整備 

（3） その他虐待防止のために必要な措置 



（4） 虐待の防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置の活用可能）を定

期的に開催するとともに、その結果について、従業員に周知徹底を図る。 

　　　２　施設は、介護医療院サービス提供中に、当該施設従業者又は入所者の家族等によ

る虐待を受けたと思われる入所者を発見した場合は、速やかに、これを市町村に通

報するものとする。 

　（身体拘束） 

　　第１９条　施設は、当該入所者又は他の入所者等の生命又は身体を保護するため緊急や

むを得ない場合を除き、身体的拘束その他入所者の行動を制限する行為は行わな

い。やむを得ず身体拘束を行う場合には、その様態及び時間、その際の入所者の心

身の状況並びに緊急やむを得ない理由を記録するものとする。 

　（地域との連携） 

　　第２０条　施設は、その運営にあたっては、地域住民又はその自発的な改善を行う活動

等との連携及び協力を行う等の地域との交流を図るものとする。 

　　　２　施設は、その運営に当たっては、提供した介護医療院サービスに関する入所者又

はその家族からの苦情に関して、市町村等が派遣する者が相談及び援助を行う事業

その他の市町村が実施する事業に協力するよう努めるものとする。　 

　（その他運営についての留意事項） 

第２１条　施設は、従業者の資質向上のために研修の機会を設けるものとし、また、業

務体制についても検証、整備する。 

（1） 採用時研修　採用後１ヶ月以内 

（2） 継続研修　　年３回以上 

　２　従業者は、業務上知り得た入所者又はその家族の秘密を保持する。 

３　施設は、従業者であった者に、業務上知り得た入所者又はその家族の秘密を保　

　持するため、従事者でなくなった後においてもこれらの秘密を保持するべき旨

を、従事者との雇用契約の内容とする。 

４　施設は、介護医療院サービスの提供に関する記録を整備し、そのサービスを提供

した日から最低２年間は保存するものとする。 

５　この規程に定める事項の外、運営に関する重要事項は、医療法人樹恵会と施設の

管理者との協議に基づいて定めるものとする。 

 

 

　　　附　　則 

 

　　　　この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

　　　　一部改定　　令和３年６月１日 

　　　　一部改定　　令和３年８月１日 

一部改定　　令和４年７月１日 

一部改定　　令和６年８月１日 

 

 

入所者からの苦情を処理するために講ずる措置の概要 
 

　施　　　設　　　名 医療法人樹恵会　介護医療院みらいプラス 

申請するサービス種類 指定介護医療院サービス 

 

 

 

 

 

 

 



措　置　の　概　要 

 

１　入所者からの相談又は苦情等に対する常設（連絡先）、担当者の設置 

※ 相談、苦情に対する常設の窓口として、事務に担当者を置いている。 

また担当者が不在の時は、基本的な事項については誰でも対応できるように 

するとともに、担当者に必ず引き継いでいる。 

（電話番号）０１５３－７２－９１１２（FAX）０１５３－７２－９１５１ 

（担当者）　事務：小泉裕之 

 

 

 

２　円滑かつ迅速に苦情処理を行うための処理体制・手順 

※ 苦情があった場合は、ただちにサービス提供責任者が入所者方（入所者の

家族等）に連絡を取り、詳しい事情を聞くとともに、担当者からも事情を

確認する。 

※ 担当者が、必要があると判断した場合は、管理者まで含めて検討会議を行

う。（検討会議を行わない場合も、必ず管理者まで処理結果を報告す

る。） 

※ 検討後、翌日までには必ず具体的な対応を行う。（入所者の家族等の謝罪

等） 

※ 記録を台帳に保管し、再発防止に役立てる。 

 

 

 

 

３　その他参考事項 

※ 普段から苦情が出ないようにサービス提供を心がけている。　　　　　　

　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

重　要　事　項　説　明　書 

（介護医療院サービス） 
 

　あなたに対する介護医療院サービス提供にあたり、介護保険法等に基づいて、当事業者が

あなたに説明すべき事項は次のとおりです。 

１.　事業者の概要 

施設の名称 医療法人樹恵会 介護医療院みらいプラス 

施設の所在地 標津郡中標津町りんどう町５番地６ 

管理者名 石田　康雄 

開設年月日 令和２年４月１日 

電話番号 ０１５３－７２－９１１２ 

ＦＡＸ番号 ０１５３－７２－９１５１ 

事業者番号 ０１Ｂ４２０００１５ 

 

２．施設の目的と運営の方針 

施設の目的 介護医療院は、要介護者であって、主として長期にわたり療養が必要である者に

対し、施設サービス計画に基づいて、療養上の管理、看護、医学的管理の下におけ

る介護及び機能訓練その他必要な医療並びに日常生活上の世話を行うことを目的と

する。 

運営の方針 １、施設サービス計画に基づいて療養上の管理、看護、医学的管理の下における介

護、その他の世話及び機能訓練、その他必要な医療を行うことにより、その入所

者が有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう努めるものとす

る。 

２、入所者の意思及び人格を尊重し、常に入所者の立場に立って介護医療院サービ

スの提供に努めるものとする。 

３、地域や家族との結びつきを尊重した運営を行い、関係市町村、居宅介護支援事

業者、居宅サービス事業者、他の介護保険施設その他の保健医療サービス又は福

祉サービスを提供する者との綿密な連携に努めるものとする。 

 

３．施設の概要 

敷　地 ７，３２８．２㎡ 

建　物 

構　造 鉄筋コンクリート造３階建て（耐火建築） 

延べ床面積 ５，４７６．８㎡ 

利用定員 １２０名（介護医療院６０床、医療療養病床６０床） 

（1） 定員 

入所定員：６０名 

 

（2） 療養室等の主な設備 

■療養室：１人部屋　４室、２人部屋　２室、４人部屋１３室 



■診察室　■談話室兼食堂　■機能訓練室　■言語聴覚療法室　 

■一般浴室　■特殊浴室　■相談室 

 

４．職員体制 

職種 指定基準 常勤換算 勤務内容 
管理者（医師） １ 

 

１名 

 

施設の従業者の管理及び業務の実施状況の把握その他の管理を

一元的に行う 

医師 ４８：１ １．２８名 入所者の健康管理、療養上の指導並びに病状に応じて妥当適切

な診療を行う 

薬剤師 １５０：１ ０．４名 施薬、処方及び服薬指導を行う 

介護支援専門員 １００：１ 1名 施設サービス計画の作成に関する業務にあたる 

看護職員 ６：１ １２名 医師の指示に基づき入所者の病状及び心身の状況に応じ看護の

提供に当たる 

介護職員 ５：１ ２１名 入所者の病状及び心身の状況に応じ介護の提供にあたる 

放射線技師 適当数 ０．１名 医師の指示に基づき主に放射線を用いた検査等、これらの業務

に必要な機器やシステムの管理等行う 

理学療法士等 適当数 ８名 医師等その他の職種のものと共同し、リハビリ実施計画を作成

するとともに、効果的な機能訓練を行えるよう指導する 

管理栄養士 １００以上

で１ 

１名 必要な栄養管理や栄養食事相談等を行う 

相談員 適当数 １名 入所者及びその家族の各種相談に応じるとともに、苦情を受け

付け等調整する 

事務職員 適当数 ０．２名 介護報酬に関する事務など必要な事務を行う 

 

５．施設サービスの概要 

　１）介護保険給付サービス 

種　　類 内　　容 

施設サービス計画の 

作成 

入所者の病状及び心身の状況に照らし、課題等をあらゆる職種の従業

者の協議によって施設サービス計画を作成します。また、必要に応じ

て計画の見直しや変更等を行っていきます。 

医療・看護 あなたの病状に合わせた医療・介護を提供します。ただし、当施設で

行うことができない手術等や専門科での治療が必要な場合は、他の医

療機関へ転院して頂きます。 

機能訓練 理学療法士、作業療法士、言語聴覚士により入所者の状況に適した機

能訓練等を行い、機能の低下を防止するように努めます。 

食事 

 

（食事時間）朝食８時　昼食１２時　夕食１８時 

　　　　食事場所　２階食堂できるだけ離床して食堂で食べて頂きま

す。 

入浴・清拭 身体の状態に応じて週２回一般浴、機械浴など個別に対応します。何

らかの事情で入浴できない場合は清拭にて対応します。 

栄養管理 心身の状態の評価し、改善の基礎となる栄養管理をサービスを提供い

たします。 

排泄 自立排泄か時間排泄か、おむつ使用について利用者の状況に合わせて

個別に対応します。 

離床・着替え・整容 出来る限り離床に配慮し、生活のリズムを考えて、適切な整容が行わ

れるよう援助します。シーツ交換は週１回行います。その他必要時に

は随時交換します。 

相談・援助 入所者とその家族からのご相談に応じます。 

 

 

 

 

 



２）介護保険給付外サービス 

種　　類 内　　容 

食費 1， ４４５円/日 

ただし、世帯の所得等により減免があります。（利用料金表参照） 

居住費 　　４３７円/日 

ただし、世帯の所得等により減免があります。（利用料金表参照） 

個室 ４，０００円/日 

個室を入所者のご希望に応じて提供します。（当施設の都合によ

り、ご希望に添えない場合もあります。） 

レクリエーション・

行事 

　当施設では、月１回お誕生会を開催します。その他、季節に応じた

行事も予定しております。 

理容 １回　　２，５００円 

出張による理髪サービスをご利用頂けます。 

洗濯サービス １回　　　　２４２円 

必要に応じた衣類等の洗濯を行います。 

日常生活用品・テレ

ビ・冷蔵庫 

タオル類、シャンプー等日常的に必要となるもの、その他、テレ

ビ・冷蔵庫の使用料（その他の料金表参照） 

予防接種 インフルエンザ　１回　４，０００円 

肺炎球菌　　　　１回　８，０１９円 

　ただし、予防接種法に基づく接種で市町村により自己負担金が定め

られ 

ている場合はその金額。 

※介護保険給費額について 

　介護保険の法改正等により変更があった場合、変更された内容に合わせてご契約者

の負担額を請求致します。 

 

６．利用料金のお支払い方法 

　　・利用料金の計算は毎月月末に締切、翌月１５日頃までに請求書を発行します。 

　　・病院受付窓口か銀行振り込みのどちらかでお支払い下さい。 

　　・病院受付窓口の場合、請求書を持参して下さい。平日のみ午前９時から午後５

時までとなっております。 

　　・入金は請求月の末日までにお願いします。 

 

７．協力医療機関 

医療機関名 医療法人樹恵会　石田病院（併設病院） 

診療科目 内科・リハビリテーション科 

所在地 〒086-1160　標津郡中標津町りんどう町５番地６ 

電話番号 0153-72-9112 

 

医療機関名 町立中標津病院 

診療科目 内科・外科・整形外科・小児科・耳鼻咽喉科・眼科・循環器科 

産婦人科・皮膚科・精神科・泌尿器科・麻酔科 

所在地 〒086-1110　標津郡中標津町西１０条南９丁目１番地１ 

電話番号 0153-72-8200 

 

医療機関名 医療法人社団　歯仁会　中島歯科クリニック 

診療科目 歯科 

所在地 〒086-1049　標津郡中標津町東９条北１丁目５番地１ 

電話番号 0153-72-8811 

 



８．当施設ご利用の際に留意頂く事項 

来訪・面会 

面会時間は原則として午前９時から午後７時までです。必ずその都度、面会用

紙に記入して下さい。ご面会の際、療養室内の他の入所者へのご配慮をお願い

致します。 

外出・外泊 外出・外泊の際には、所定の用紙に必要事項を記入の上職員に申出て下さい。 

居室・設備器具

の利用 

施設内の療養室や設備、器具は本来の用法に従ってご利用下さい。これに反し

たご利用により破損等が生じた場合、賠償して頂くことがあります。 

喫煙・飲酒 喫煙、飲酒は禁止です。 

迷惑行為等 
騒音等他の入所者の迷惑になる行為はご遠慮願います。また、むやみに他の入

所者の療養室等に入らないようにして下さい。 

動物飼育 施設内へのペットの持ち込み及び飼育はお断りします。 

貴重品について 

療養室等での貴重品管理につきましては、当施設での管理は一切行いません。

万が一、貴重品を紛失した場合、当施設では一切の責任を負いませんので予め

ご了承下さい。 

宗教・政治活動 施設内での他の入所者に対する執拗な宗教活動及び政治活動はご遠慮下さい。 

他科受診につい

て 

他の医療機関への受診は、当施設からの文書が必要になりますので、事前にご

相談下さい。入所者・ご家族の判断においての受診や通院はご遠慮下さい。 

食品の持ち込み 
入所者の多くは栄養管理をおこなっておりますので、食事の持ち込みはご遠慮

いただきます。 

その他 
当施設では安心して療養生活を送って頂くために、以下のことを禁止します。 

１）営利行為　２）火気の使用　３）金銭の貸借　４）施設内での自炊 

 

９．苦情申立先 

苦情相

談窓口 

窓口 担当係 電話番号 受付時間 相談対応日 

介護医療院

みらいプラス 
事務：小泉裕之 

0153-72-9112 

 

8:30～17:00 

 

月曜～金曜日 

 

 

苦情相

談窓口 

窓口 担当係 電話番号 受付時間 相談対応日 

中標津役場 介護保険課 
0153-73-3111 

 

8:45～17:15 

 

月曜～金曜日 

 

 

苦情相

談窓口 

窓口 担当係 電話番号 受付時間 相談対応日 

北海道国保

連合会 
介護保険担当 

011-231-5161 

 

9:00～17:15 

 

月曜～金曜日 

 

 

１０．事故発生時の対応方法 

施設は、入所者に対する介護保険施設サービスの提供により事故が発生した場合、

当施設に定めるマニュアルに沿って対応いたします。 

 

１１．身体の拘束等 

当施設は、原則として入所者に対し身体拘束を行いません。ただし、自傷他害の恐



れがある等、緊急やむを得ない場合は、管理者又は医師が判断し、身体拘束その他の

入所者の行動を制限する行為を行うことがあります。その場合には、担当職員がその

様態及び時間、その際の入所者の心身の状況、緊急やむを得なかった理由をご家族に

説明し、同意を得た上で診療録に記載することとします。 

 
１２．虐待防止に関する事項 
　当施設は、入所者の人権の擁護・虐待の防止等のため次の措置を講ずるものとする。 

（1） 虐待を防止するための従業者に対する研修の実施 
（2） 入所者及びその家族からの苦情処理体制の整備 
（3） その他虐待防止のために必要な措置 
（4） 虐待の防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置の活用可能）を定

期的に開催するとともに、その結果について、従業員に周知徹底を図る。 
　当施設は、介護医療院サービス提供中に、当該施設従業者又は入所者の家族等による 
虐待を受けたと思われる入所者を発見した場合は、速やかに、これを市町村に通報 
するものとする。 

 

１３．個人情報の保護（別紙参照） 

当施設とその職員は、当施設の個人情報保護方針に基づき、業務上知り得た入所者

又はその家族若しくは連帯保証人に関する個人情報の利用目的を別紙の通り定め、

適切に取扱います。また、正当な理由なく第三者に漏らしません。 

 

１４．非常災害時の対策 

非常災害時の対応 
別途定める「医療法人樹恵会　消防計画」及び風水害、地震等災害に対する防災

計画に則り対応します。 

平常時の訓練等 
別途定める　防災計画等に則り年２回夜間及び昼間を想定した避難訓練

を、入所者の方も参加して実施します。 

防災設備 

設備名称 個数等 設備名称 個数等 

　

スプリンクラー あ　り 防火扉・シャッター ６ヵ所 

非常階段 １ヵ所 屋内消火栓 １０ヵ所 

自動火災報知機 あ　り 非常通報装置 あ　り 

誘導灯 ４０ヵ所 漏電火災報知機 あ　り 

ガス漏れ報知機 あ　り 非常用電源 あ　り 

カーテン・布団等は防炎性能のあるものを使用しております。 

消防計画等 
消防署への届出年月日：平成１4年8月１2日 

防火管理者 ： 村山　誠 

 

　私は、本書面に基づいて乙の職員（職名　　　　　氏名　　　　　　　　　）から

　　上記重要事項の説明を受けたことを確認します。 

 

　令和　　年　　月　　日 

 

　　入所者　　　　　　住　所 

　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印 

 

 

　　入所者の家族等　　住　所 

　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印 

 



 

 

運 営 規 程 
医療法人樹恵会　介護医療院みらいプラス 

指定短期入所療養介護及び 

介護予防短期入所療養介護 
介護医療院みらいプラス 

指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護の運営規程 

（事業の目的） 

第１条　医療法人樹恵会が設置する介護医療院みらいプラス（以下「施設」という。）が行なう指定短期入所療

養介護及び介護予防短期入所療養介護の適正な運営を確保するために，人員及び管理運営に関する事項を定

め、要介護状態又は要支援状態にある者（以下要介護者等」という。）に対し、適正な指定短期入所療養介

護及び介護予防短期入所療養介護を提供することを目的とする｡ 

（運営の方針） 

第２条　指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護の従業員は，入所者が可能 

な限り居宅においてその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、看護、医学的管理下にお

ける介護及び機能訓練その他必要な医療並びに日常生活上の世話を行い、療養生活の質向上及び入所者家族の身

体的及び精神的負担の軽減が図れるよう、入所者の立場に立った指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療

養介護を提供する｡ 

　２　指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護の実施にあたっては、居宅介 

護支援業者その他保健医療サービス又は福祉サービスを提供する者との密接な連携に 

努めるとともに、関係市町村とも連携を図り、総合的なサービスの提供に努める。 

（名称及び所在地） 

第３条　指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護を実施する事業所の名称及 

び所在地は次のとおりとする。 

　（１）名　称　　医療法人樹恵会　介護医療院みらいプラス 

　（２）所在地　　標津郡中標津町りんどう町５番地６ 

（従業員の職種、員数、及び勤務内容） 

第４条　指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護の従業員の職種、員数、及 

び勤務内容は次のとおりとする。 

　　　（１）管理者（常勤職員）　　1名 

　　　　　　管理者は、施設の従業者の管理及び業務の実施状況の把握その他の管理を一 

　元的に行う。 

　　　（２）医師　　　　　　　　　１，２５名以上（常勤換算） 

　　　　　　医師は、入所者の健康管理、療養上の指導並びに病状に応じて妥当適切な診療を行う。 

　　　（３）薬剤師　　　　　　　　１名以上 

　　　　　　薬剤師は、施薬、処方及び服薬指導を行う。 

　　　（４）看護職員　看護師　　　　１０名以上 

　　　　　　看護職員は、医師の指示に基づき入所者の病状及び心身の状況に応じ看護の提供に当た

る。 

　　　（５）介護職員　　　　　　　　１２名以上 

　　　　　　介護職員は、入所者の病状及び心身の状況に応じ介護の提供に当たる。 

　　　（６）管理栄養士　　　　　　　　１名以上 

　　　　　　管理栄養士は、必要な栄養管理や栄養食事相談等を行う。 

　　　（７）介護支援専門員　　　　　　１名以上 

　　　　　　介護支援専門員は、施設計画サービスの作成に関する業務を行う。 

　　　（８）理学療法士・作業療法士・言語聴覚士　　　　　　　４名以上 

　　　　　　理学療法士、作業療法士、言語聴覚士は、医師等その他の職種のものと共同し、リハビリ

テーション実施計画を作成するとともに、効果的な機能訓練を行えるよう指導する。 

　　　（９）診療放射線技師　　　　１名以上 

　　　（１０）相談員　　　　　　　１名以上 

　　　　　　　入所者及びその家族の各種相談に応じるとともに、苦情を受け付け等調整する。 

　　　（１１）事務職員　　　　　　１名以上 

　　　　　　　事務職員は、介護報酬に関する事務など必要な事務などを行う。 

（指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護の内容） 

第５条　事業の内容は次のとおりとする。 



1. 利用者の対象者は、利用者の心身の状況若しくは病状により、若しくはその家族の疾病、冠婚葬祭、出張

等の理由により、又は利用者の家族の身体的及び精神的な負担の軽減等を図るために、一時的に入所して

看護、医学的管理の下における介護及び機能訓練その他必要な医療等を受ける必要がある者とする。 

2. 相当期間以上にわたり継続して入所する利用者については、サービス計画に基づき、利用者の機能訓練及

びその者が日常生活を営む上で必要な援助を行う。 

3. 従業者は、事業の提供に当たっては、懇切丁寧に行うことを旨とし、利用者又はその家族に対し、サービ

スの提供方法等について、理解しやすいように説明を行う。 

4. 指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護は、利用者の要介護状態の軽減若しくは悪化の防止

に資するよう認知症の状況等利用者の心身の状況を踏まえて、当該利用者の療養を妥当適切に行う。 

 

（通常の事業の実施範囲） 

第６条　通常の送迎の実施地域は、標津郡中標津町の区域とする。 

（利用料等） 

第７条　指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護の利用料の額は、介護報酬 

の告示上の額とし、指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護が法定代理受領サービスであるとき

は、利用料のうち各入所者の負担割合に応じた額の支払いを受けるものとする。なお、法定代理受領以外の利用

料については、「指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準」によるものとする。 

　２　施設は、前項の支払いを受ける額のほか、次の掲げる費用の額の支払いを受けることができるものとす

る。 

（１）食費（市町村の所得証明に基づき）として次のように定める。 

生活保護受給者・市町村民税世帯非課税　第１段階 

　　　　　　　　　１日　　　　　　３００円 

市町村民税世帯非課税　第２段階 

１日　　　　　　６００円 

市町村民税世帯非課税　第３段階① 

１日　　　　１，０００円 

　第３段階② 

１日　　　　１，３００円 

市町村民税世帯非課税以外 

　　　　　　　　　　　　１日　　　　１，４４５円 

（２）滞在費（多床室）（市町村の所得証明に基づき）として次のように定める。　 

生活保護受給者・市町村民税世帯非課税　第１段階 

　　　　　　　　　１日　　　　　　負担なし 

市町村民税世帯非課税　第２段階、第３段階①・② 

１日　　　　　　４３０円 

市町村民税世帯非課税以外 

１日　　　　　　４３７円 

　（３）特別な療養室の提供に要する費用　　１日　　４，０００円 

　（４）理美容代　　　　実費 

　（５）前各号に掲げるもののほか、指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介 

護において提供される便宜のうち、日常生活においても通常必要となるものに係 

わる費用であって、その入所者に負担させることが適当と認められる費用。 

●  ※テレビ1日１０１円　冷蔵庫1日５０円　※病衣　１日８１円 

●  ※シャンプー・石鹸　１日８１円　※タオル（レンタル代）１日９１円 

●  ※洗濯　１回２４２円　　　　　 

（その他の料金） 

●  ※その他、費目及び金額は別表のとおりとする。 

３　前項の（１）及び（２）について介護保険負担限度額認定証の交付を受けた者にあたっては、当該認定証に

記載された負担限度額を徴収する。 

４　前３項の利用料等の支払いを受けたときは、入所者又はその家族に対し、利用料とその他の利用料（個別の

費用ごとに区分）について記載した領収書を交付する。 

５　指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護の提供の開始に際し、あらかじめ、入所者又はその家

族に対し、当該サービスの内容及び費用に関し事前に文書で説明した上で、支払いに同意する旨の文書に署名

（記名押印）を受けることとする。 

６　介護保険給付費額について、介護保険の法改定等により変更があった場合、変更された内容に合わせてご契

約者の負担額を請求致します。 

７　法定代理受領サービスに該当しない指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護に係る利用料の支



払いを受けた場合は、提供した指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療介護の内容、費用のその他必要

と認められる事項を記載したサービス提供証明書を入所者又は家族に対して交付する。　 

（サービス利用に当たっての留意事項） 

第８条　入所者は、次に掲げる事項について遵守しなければならない。 

1. 入所者は、院内において政治活動又は宗教活動を行ってはならない。 

2. 入所者は、院内に危険物を持ち込んではならない。 

3. 入所者が外出するときは、あらかじめ外出届を提出し、管理者等の承認をえなければならない。 

4. 喧嘩、口論、泥酔、中傷その他他人の迷惑となるような行為をしないこと。 

5. その他管理上必要な指示に従うこと。 

（衛生管理等） 

第９条　施設は、指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護を提供する施設、 

設備及び備品又は飲用に供する水について、衛生的な管理に努め、又は衛生上必要な措置を講ずるとともに、

医薬品及び医療用具の管理を適正に行うものとする。 

　　２　施設は、指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護において感染症が発生し又はまん延し

ないように必要な措置を講ずるものとする。 

（緊急時等における対応方法） 

第１０条　当該医師の医学的判断により、専門的な医学的対応が必要と判断した場合、協力医療機関、協力歯

科医療機関又は他の専門的機関での診療を依頼する。 

 

（事故発生時の対応） 

第１１条　入所者に対する指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護の提供により事故が発生した

場合は、当該入所者の家族及び市町村等に連絡するとともに、 

必要な措置を講ずるものとする。また、その状況及び事故に対する処置状況を記録しなければならない。 

　　２　施設は、入所者に対する指定短期入所療養介を護及び介護予防短期入所療養介護の提供により賠償す

べき事故が発生した場合には、損害賠償を速やかに行うものとする。 

（非常災害対策） 

第１２条　施設は、非常災害に備えて、消防計画、風水害、地震等の災害に対処する計画を作成し、防火管理

者又は火気・消防等についての責任者を定め、年2回定期的に避難・救出その他必要な訓練を行うもの

とする。 

（苦情処理） 

第１３条　施設は、指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護サービスの提供に係る入所者及び家

族からの苦情に迅速かつ適切に対応するために、必要な措置を講ずるものとする。 

　　２　施設は、提供した指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護サービス　の提供に関し、介

護保険法第２３条の規定により市町村が行う文書その他の物件の提出若しくは提示の求め又は当該市町

村の職員からの質問若しくは照会に応じ、及び市町村が行う調査に協力するとともに、市町村からの指

導又は助言を受けた場合は、当該指導又は助言に従って必要な改善を行うものとする。 

　　３　施設は、提供した指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護サービス 

に係る入所者からの苦情に関して国民健康保険団体連合会の調査に協力するととも 

に、国民健康保険団体連合会からの指導又は助言を受けた場合は、当該指導又は助 

言に従って必要な改善を行うものとする。 

（個人情報の保護） 

第１４条　施設は、入所者又は家族の個人情報について、「個人情報の保護に関する法律」及び厚生労働省

が策定した「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイダンス」を遵守

し適切な取扱いに努めるものとする。 

　　２　施設が得た入所者又は家族の個人情報については、施設でのサービスの提供以外の目的では原則的に

利用しないものとし、外部への情報提供については入所者又は家族の同意を、あらかじめ書面により得

るものとする。 

 

（虐待防止に関する事項） 

第１５条　施設は、入所者の人権の擁護・虐待の防止等のため次の措置を講ずるものとす 

る。 

1. 虐待を防止するための従業者に対する研修の実施 

2. 入所者及びその家族からの苦情処理体制の整備 

3. その他虐待防止のために必要な措置 

4. 虐待の防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置の活用可能）を定期的に開催するとともに、

その結果について、従業員に周知徹底を図る。 

　　　２　施設は、介護医療院サービス提供中に、当該施設従業者又は入所者の家族等による虐待を受けた

と思われる入所者を発見した場合は、速やかに、これを市町村に通報するものとする。 



（身体の拘束） 

第１６条　施設は、当該入所者又は他の入所者等の生命又は身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除

き、身体的拘束その他入所者の行動を制限する行為は行わない。やむを得ず身体拘束を行う場合に

は、その様態及び時間、その際の入所者の心身の状況並びに緊急やむを得ない理由を記録するもの

とする。 

（その他運営に関する留意事項） 

第１７条　従業員の質的向上を図るための研修の機会を設け，業務体制を設備する｡ 

　　　（１）　採用時研修　　　採用後１ヶ月以内 

　　　（２）　継続研修　　　　年３回以上 

　　２　従業員は業務上知り得た入所者又はその家族の秘密を保持する。 

　　３　施設は、従業員であった者に、業務上知り得た入所者又は家族の秘密を保持させるため、 

従業員でなくなった後においてもこれらの秘密の保持させるべき旨を従業員との 

雇用契約の内容とする。 

　　４　施設は、指定短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護サービスの提供に関する記録を整備

し、そのサービスを提供した日から最低２年間は保存するものとする。 

　　５　この規程に定める事項の外、運営に関する重要事項は医療法人樹恵会石田病院介護医療院が定めるも

のとする。 

（付則）この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

　　　　一部改定　　令和３年６月１日 

一部改定　　令和３年８月１日 

一部改定　　令和４年７月１日 

一部改定　　令和６年８月１日 

 

入所者からの苦情を処理するために講ずる措置の概要 

　施　　　設　　　名 医療法人樹恵会　介護医療院みらいプラス 

申請するサービス種類 （予防）短期入所療養介護サービス 

 

措　置　の　概　要 

１　入所者からの相談又は苦情等に対する常設（連絡先）、担当者の設置 

●  ※相談、苦情に対する常設の窓口として、事務に担当者

を置いている。 

また担当者が不在の時は、基本的な事項については誰でも対応できるよう

に 

するとともに、担当者に必ず引き継いでいる。 

（電話番号）０１５３－７２－９１１２（FAX）０１５３－７２－９１５

１ 

（担当者）事務：小泉裕之 

２　円滑かつ迅速に苦情処理を行うための処理体制・手順 

●  ※苦情があった場合は、ただちにサービス提供責任者が

入所者方（入所者の家族等）に連絡を取り、詳しい事情を聞くと

ともに、担当者からも事情を確認する。 

●  ※担当者が、必要があると判断した場合は、管理者まで

含めて検討会議を行う。（検討会議を行わない場合も、必ず管理

者まで処理結果を報告する。） 

●  ※検討後、翌日までには必ず具体的な対応を行う。（入

所者の家族等の謝罪等） 

●  ※記録を台帳に保管し、再発防止に役立てる。 

３　その他参考事項 

●  ※普段から苦情が出ないようにサービス提供を心がけて

いる。　　　　　　　　　 



 

 

重　要　事　項　説　明　書 

（短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護） 

　（介護予防）短期入所療養介護サービスの提供にあたり、介護保険法等に基づいて当事業所があなたに説明する事

項は、次のとおりです。 

1. 事業所の概要 

施設の名称 医療法人樹恵会　　介護医療院みらいプラス 

施設の所在地 標津郡中標津町りんどう町５番地６ 

管理者名 石田　康雄 

開設年月日 令和２年４月１日 

電話番号 ０１５３－７２－９１１２ 

ＦＡＸ番号 ０１５３－７２－９１５１ 

事業指定番号 ０１Ｂ４２０００１５ 

1. 施設の目的と運営の方針 

事業の目的 
要介護状態又は要支援状態にある者（以下「要介護者等」という）に対し、適正な

（予防）短期入所療養介護を提供することを目的とする。 

運営の方針 

１．（予防）指定短期入所療養介護の従業者は、入所者が可能な限り居宅においてそ

の有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、看護、医学的管理の

下における介護及び機能訓練、その他必要な医療並びに日常生活上の世話を行い、療

養生活の質の向上及び入所者の家族の身体的及び精神的負担の軽減が図れるよう、入

所者の立場に立った（予防）指定短期入所療養介護を提供する。 

２．（予防）指定短期入所療養介護の実施にあたっては、居宅介護支援事業者その他

保健医療サービス又は福祉サービスを提供する者との綿密な連携に努めるとともに、

関係市町村とも連携を図り、総合的なサービスの提供に努める。 

1. 施設の概要 

敷　地 ７，３２８．２㎡ 

建　物 

構　造 鉄筋コンクリート造３階建て（耐火建築） 

延べ床面積 ５,４７６．８㎡ 

利用定員 １２０名（介護医療院６０床、医療療養病床６０床） 

1. 定員 

入所定員：６０名 

1. 療養室等の主な設備 

■療養室：１人部屋　４室、２人部屋　２室、４人部屋１３室 

■診察室　■談話室兼食堂　■機能訓練室　■言語聴覚室 

■一般浴室　■特殊浴室　■相談室 

４．職員体制 

職種 指定基準 常勤換算 勤務内容 

管理者 １ 

1名 

施設の従業者の管理及び業務の実施状況の把握その他の管理を一

元的に行う 

医師 48：1 1.28名 入所者の健康管理、療養上の指導並びに病状に応じて妥当適切な

診療を行う 



薬剤師 150：1 0.4名 施薬、処方及び服薬指導を行う 

介護支援専門員 100：1 １名 施設サービス計画の作成に関する業務にあたる 

看護職員 6：1 12名 医師の指示に基づき入所者の病状及び心身の状況に応じ看護の提

供に当たる 

介護職員 5：1 21名 入所者の病状及び心身の状況に応じ介護の提供にあたる 

放射線技師 適当数 0.1名 医師の指示に基づき主に放射線を用いた検査等、これらの業務に

必要な機器やシステムの管理等行う 

理学療法士等 適当数 8名 医師等その他の職種のものと共同し、リハビリ実施計画を作成す

るとともに、効果的な機能訓練を行えるよう指導する 

管理栄養士 100以上で1 １名 必要な栄養管理や栄養食事相談等を行う 

相談員 適当数 １名 入所者及びその家族の各種相談に応じるとともに、苦情を受け付

け等調整する 

事務職員 適当数 0.2名 介護報酬に関する事務など必要な事務を行う 

５．施設サービスの概要 

　１）介護保険給付サービス 

種　　類 内　　容 

施設サービス計画の 

作成 

入所者の病状及び心身の状況に照らし、課題等をあらゆる職種の従業者

の協議によって施設サービス計画を作成します。また、必要に応じて計

画の見直しや変更等を行っていきます。 

医療・看護 あなたの病状に合わせた医療・介護を提供します。ただし、当施設で行

うことができない手術等や専門科での治療が必要な場合は、他の医療機

関へ転院して頂きます。 

機能訓練 理学療法士、作業療法士、言語聴覚士により入所者の状況に適した機能

訓練等を行い、機能の低下を防止するように努めます。 

食事 （食事時間）朝食８時　昼食１２時　夕食１８時 

　　　　食事場所　２階食堂できるだけ離床して食堂で食べて頂きま

す。 

入浴・清拭 身体の状態に応じて週２回一般浴、機械浴など個別に対応します。何ら

かの事情で入浴できない場合は清拭にて対応します。 

栄養管理 心身の状態の評価し、改善の基礎となる栄養管理のサービスを提供いた

します。 

排泄 自立排泄か時間排泄か、おむつ使用について利用者の状況に合わせて個

別に対応します。 

離床・着替え・整容 出来る限り離床に配慮し、生活のリズムを考えて、適切な整容が行われ

るよう援助します。シーツ交換は週１回行います。その他必要時には随

時交換します。 

相談・援助 入所者とその家族からのご相談に応じます。 

２）介護保険給付外サービス 

種　　類 内　　容 

食費 

1. ４４５円/日 

ただし、世帯の所得等により減免があります。（利用料金表参照） 

居住費 　　４３７円/日 

ただし、世帯の所得等により減免があります。（利用料金表参照） 

個室 ４，０００円/日 

個室を入所者のご希望に応じて提供します。（当施設の都合により、

ご希望に添えない場合もあります。） 



レクリエーション・

行事 

　当施設では、月１回お誕生会を開催します。その他、季節に応じた

行事も予定しております。 

理容 １回　　２，５００円 

出張による理髪サービスをご利用頂けます。 

洗濯サービス １回　　　　２４２円 

必要に応じた衣類等の洗濯を行います。 

日常生活用品・テレ

ビ・冷蔵庫 

タオル類、シャンプー等日常的に必要となるもの、その他、テレビ・

冷蔵庫の使用料（その他の料金表参照） 

予防接種 インフルエンザ　１回　４，０００円 

肺炎球菌　　　　１回　８，０１９円 

　ただし、予防接種法に基づく接種で市町村により自己負担金が定め

られている場合はその金額。 

※介護保険給費額について 

　介護保険の法改正等により変更があった場合、変更された内容に合わせてご契約者の負担額を請求致します。 

６．利用料金のお支払い方法 

　　・利用料金の計算は毎月月末に締切、翌月１５日頃までに請求書を発行します。 

　　・病院受付窓口か銀行振り込みのどちらかでお支払い下さい。 

　　・病院受付窓口の場合、請求書を持参して下さい。平日のみ午前９時から午後５時までとなっておりま

す。 

　　・入金は請求月の末日までにお願いします。 

７．送迎について 

　　送迎の実施地域は、標津郡中標津町の区域とする。 

８．当施設ご利用の際に留意頂く事項 

来訪・面会 

面会時間は原則として午前９時から午後７時までです。必ずその都度、面会

用紙に記入して下さい。ご面会の際、療養室内の他の入所者へのご配慮をお

願い致します。 

外出・外泊 
外出・外泊の際には、所定の用紙に必要事項を記入の上職員に申出て下さ

い。 

居室・設備器具

の利用 

施設内の療養室や設備、器具は本来の用法に従ってご利用下さい。これに反

したご利用により破損等が生じた場合、賠償して頂くことがあります。 

喫煙・飲酒 喫煙、飲酒は禁止です。 

迷惑行為等 
騒音等他の入所者の迷惑になる行為はご遠慮願います。また、むやみに他の

入所者の療養室等に入らないようにして下さい。 

動物飼育 施設内へのペットの持ち込み及び飼育はお断りします。 

貴重品について 

療養室等での貴重品管理につきましては、当施設での管理は一切行いませ

ん。万が一、貴重品を紛失した場合、当施設では一切の責任を負いませんの

で予めご了承下さい。 

宗教・政治活動 
施設内での他の入所者に対する執拗な宗教活動及び政治活動はご遠慮下さ

い。 

他科受診につい

て 

他の医療機関への受診は、当施設からの文書が必要になりますので、事前に

ご相談下さい。入所者・ご家族の判断においての受診や通院はご遠慮下さ

い。 

食品の持ち込み 
入所者の多くは栄養管理をおこなっておりますので、食事の持ち込みはご遠

慮いただきます。 

その他 

当施設では安心して療養生活を送って頂くために、以下のことを禁止しま

す。 

１）営利行為　２）火気の使用　３）金銭の貸借　４）施設内での自炊 

９．苦情申立先 

苦情相

談窓口 
窓口 担当係 電話番号 受付時間 相談対応日 



介護医療院

みらいプラス 
事務：小泉裕之 0153-72-9112 8:30～17:00 月曜～金曜日 

  

苦情相

談窓口 

窓口 担当係 電話番号 受付時間 相談対応日 

中標津役場 介護保険課 0153-73-3111 8:45～17:15 月曜～金曜日 

 

苦情相

談窓口 

窓口 担当係 電話番号 受付時間 相談対応日 

北海道国保

連合会 
介護保険担当 011-231-5161 9:00～17:15 月曜～金曜日 

１０．事故発生時の対応方法 

施設は、入所者に対する介護保険施設サービスの提供により事故が発生した場合、当施設に定めるマニュアルに

沿って対応いたします。 

１１．身体の拘束等 

当施設は、原則として入所者に対し身体拘束を行いません。ただし、自傷他害の恐れがある等、緊急やむを得ない

場合は、管理者又は医師が判断し、身体拘束その他の入所者の行動を制限する行為を行うことがあります。その場合

には、担当職員がその様態及び時間、その際の入所者の心身の状況、緊急やむを得なかった理由をご家族に説明し、

同意を得た上で診療録に記載することとします。 

１２．虐待防止に関する事項 

当施設は、入所者の人権の擁護・虐待の防止等のため次の措置を講ずるものとする。 

1. 虐待を防止するための従業者に対する研修の実施 

2. 入所者及びその家族からの苦情処理体制の整備 

3. その他虐待防止のために必要な措置 

4. 虐待の防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置の活用可能）を定期的に開催するとともに、

その結果について、従業員に周知徹底を図る。 

　　当施設は、介護医療院サービス提供中に、当該施設従業者又は入所者の家族等による 

虐待を受けたと思われる入所者を発見した場合は、速やかに、これを市町村に通報す 

るものとする。 

１３．個人情報の保護（別紙参照） 

当施設とその職員は、当施設の個人情報保護方針に基づき、業務上知り得た入所者又はその家族若しくは連帯保証人

に関する個人情報の利用目的を別紙の通り定め、適切に取扱います。また、正当な理由なく第三者に漏らしません。 

１３．非常災害時の対策 

非常災害時の対応 
別途定める「医療法人樹恵会　消防計画」及び風水害、地震等災害に対す

る防災計画に則り対応します。 
 

平常時の訓練等 
別途定める　防災計画等に則り年２回夜間及び昼間を想定した避難訓練

を、入所者の方も参加して実施します。 

 

防災設備 

設備名称 個数等 設備名称 個数等 

　 

スプリンクラー あ　り 防火扉・シャッター ６ヵ所 

非常階段 １ヵ所 屋内消火栓 １０ヵ所 

自動火災報知機 あ　り 非常通報装置 あ　り 

誘導灯 ４０ヵ所 漏電火災報知機 あ　り 

ガス漏れ報知機 あ　り 非常用電源 あ　り 

カーテン・布団等は防炎性能のあるものを使用しております。  

消防計画等 
消防署への届出年月日：平成１4年8月１2日 

防火管理者 ： 村山　誠 
 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

１４．第三者評価の実施 

第三者による評価の 

実施状況 

１　あり 

実施日  

評価機関名称  

結果の開示 １　あり　２　なし 

２　なし 

　私は、本書面に基づいて乙の職員（職名　　　　　　氏名　　　　　　　　　）から上記重要事項の説明を受けた

ことを確認します。 

　　　令和　　年　　月　　日 

　　　　 入所者　　　　　　住　所 

　　　　　　　　　　　　　 氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　印 

　　　　入所者家族等　　　 住　所 

　　　　　　　　　　　　　 氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　印 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

個人情報保護方針 
　 

当院は、個人の権利・利益を保護するために、個人情報を適切に管理することを社会的責務と考えま

す。個人情報保護に関する方針を以下のとおり定め、従業員及び関係者に周知徹底を図り、これまで以上

に個人情報保護に努めます。 

１．個人情報の収集・利用・提供　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 

個人情報を保護・管理する体制を確立し、適切な個人情報の収集、利用および提供に関する内部規程

を定め、これを遵守します。 

個人情報は別紙（当院における個人情報の利用目的）の場合を除き、本来の利用目的の範囲を超えて

利用致しません。尚、同意しがたいものがある場合には、その旨をお申し出下さい。お申し出がない

ものについては、同意して頂けたものとして取り扱わせて頂きます。これらのお申し出は後からいつ

でも撤回、変更等をすることが可能です。 

２．個人情報の安全対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 

　　個人情報への不正アクセス、個人情報の紛失、破壊、改ざんおよび漏洩などに関する万全の予防措

置を講じます。万一の問題発生時には速やかな是正対策を実施します。 

３．個人情報の確認・訂正・利用停止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 

　　当該本人（患者様）等からの内容の確認・訂正あるいは利用停止を求められた場合には、別に定め

る内部規程により、調査の上適切に対応します。尚、外来等での氏名の呼び出しや病室における氏

名の掲示を望まない場合には、お申し出下さい。 

４．個人情報に関する法令・規範の遵守　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 

　　個人情報に関する法令およびその他の規範を遵守します。 

５．教育および継続的改善　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 

個人情報保護体制を適切に維持するため、職員の教育・研修を徹底し、内部規程を継続的に見直し改

善します。 

６．個人情報（診療情報含む）の提供・開示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 

　　個人情報（診療情報含む）の提供・開示につきましては、個人情報に関する法令及び内部規程に

従って進めて参ります。 

７．問い合わせ窓口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 

　　個人情報に関するお問い合わせは、各部署責任者または以下の窓口をご利用下さい。 

　　　個人情報保護相談窓口　事務･受付 

平成１７年４月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療法人樹恵会　石田病院 

院長　石田 康雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 


